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事記庭家しpつ幕一一

高
齢
に
な
っ
て
判
断
能
力

じ
が
衰
え
る
と
、
訪
問
販
売
で

附
不
要
な
物
を
大
量
に
買
い
込

附

ん
だ
り
、
重
要
な
財
産
の
取

咋

引
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し

A
U
 

口
μ載掲

認知症高齢者らを支援

法
定
後
見
制
度

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

誰
か
に
守
っ
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が

成
年
後
見
制
度
で
す
。

制
度
の
対
象
と
な
る
の
は

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害

者
、
臨
箱
障
壁
暑
な
ど
で
、

お
世
話
す
る
人
は
、
こ
れ
ら

の
人
の
日
常
が
き
ち
ん
と
送

れ
る
よ
う
に
生
活
・
療
養
の

看
護
と
財
産
の
管
理
を
行
い

ま
す
。既
に
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
が
利
用
す
る
法
定
後
見

制
度
と
、
将
来
に
備
え
て
、

今
か
ら
誰
か
と
契
約
を
結
ん

で
お
く
任
意
後
見
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
法
定
後
見
制
度

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
法
定

後
見
制
度
は
、
本
人
や
配
偶

者
、
親
族
ら
が
家
庭
裁
判
所

に
申
し
立
て
、
そ
の
審
判
を

受
け
て
利
用
が
始
ま
り
ま

す
。
守
ら
れ
る
人
の
判
断
能

力
の
程
度
に
よ
っ
て
「後
見
」

「
保
佐
」
「
補
助
」
の
3
類

に
分
か
れ
ま
す
。

「
後
見
」
は
判
断
能
力
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
例
』
へ
は
自

分
の
子
ど
も
の
こ
と
が
分
か

ら
な
い
よ
う
な
状
態
で
す
。

「
保
佐
」
は
著
し
く
判
断
能

力
が
不
十
分
で
、
例
h

えば、

ま
だ
ら
的
に
認
知
症
が
見
ら

れ
る
状
態
。
「
補
助
」
は
判

断
能
力
が
ち
ょ
っ
と
不
十
分

な
状
態
で
す
。

お
世
話
す
る
人
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
契
約
や
手
続
き

な
ど
法
的
な
事
務
を
担
い
ま

す
。
主
に
、
代
理
・
同
意
・

取
消
と
い
う
法
律
上
の
権
限

が
あ
っ
て
、
寝
屋

「保

佐
」
「
補
助
」
に
よ
っ
て
権

限
の
範
囲
は
異
な
り
ま
す
。

制
度
の
基
本
は
本
人
の
意

思
の
尊
重
に
あ
り
ま
す
。
よ

っ
て

「補
助
」
は
、
ま
だ
ま

だ
十
分
に
自
分
で
生
慢
が
で

き
る
状
態
で
す
の
で
、
お
世

話
す
る
人
の
権
限
も
「
後
塁

や

「保
佐
」
よ
り
は
小
さ
く

な
り
ま
す
。

利
用
に
当
た
っ
て
は
制
度

を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も

に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
や
終
泊
の
専
門
家
な
ど
に

相
談
し
て
み
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
(
終
活
ア
ド
バ
イ
ザ

ー

-
か
か
包
一
億
倖
)


